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ᴮᴫץᭉɁ੔٣

　社会٥Ԗ分౏はᴩ性᠎のͬた生活をᣞる人ȁの

。（ᤎ人ᴩ2008ࡺ๏）ͳሳ間を౏出する手法であるࠊ

これを用いᴩ都市ٚのሳ間構造をᜓ明する研究が行

われᴩ近年は他の研究ᬻڒとのፋ合も行われている。

　΍えばᴩ൞本ϧ̝・๏ࡺᤎ人（2020）による『ಐ

஗ሙ田۾学۾学᪋̷ᩖᇼ学研究ᇼԩۢऻ期ᝥሌ（Çraduate Scèool of Èuman Sciences¬ ×aseda Õniversity）

地域類型別にみた社会階層の構成の変化

―首都圏を対象とした社会地区分析を踏まえて―

Social Area Types and Social Class:

Based on a Social Area Analysis in the Tokyo Metropolitan Area

Abstract

　This paper elucidates the spatial structure of the Tokyo metropolitan area，and how the composition of 
social class has changed in each area type. I conducted social area analysis by using data from the 2015 
Population Census of Japan to examine the spatial structure of the Tokyo metropolitan area and observed 
changes in the indicators of social stratification in each area type. The results of the analysis showed that，
first，in 2015，the Tokyo metropolitan area consisted of four area types: 1）the areas with the largest number 
of tertiary industry workers，2）the areas with the largest number of primary and secondary industry 
workers，3）the areas characterized by population reproduction with more tertiary workers，and 4）the areas 
characterized by population reproduction with more secondary workers. Second，in terms of changes in the 
composition of social class in each area type，the reconcentration of white-collar workers in the city center 
was confirmed，and it was shown that this was due to the transformation of the city center into a child 
rearing space and the process of gentrification. It was also suggested that changes in the structure of income 
groups and people's health condition have accompanied these changes in the composition of social class.
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社会と都市ሳ間』では᪡ጥ・᪡࠙論と都市社会学ࢃ

のɬプローチをፋ合しᴩ都市ሳ間に現れるಐࢃછ大

をસえた。щ体的にはᴩ社会٥Ԗ分౏とץ᠎紙ᝩ査

からᴩɬンダークラスの࿡มなどをસえた。特にᴩ

東京ٚを対象とした社会٥Ԗ分౏の結果ᴩ1990年͍

から2010年͍にかけてᴩ東京ٚの都॑部ではサーʝ

スႇ業従̜者や新中間࠙の集ሥが᣹みᴩ֚ᣃ部では

物ํ関ᣵႇ業の発ᤎにͧうᛏ造業や物ํ施ᜫの集ሥ

が᣹んだことが示された（๏ࡺᤎ人ᴩ2020）。

　上記のようにᴩ社会٥Ԗ分౏からሳ間構造の۰容

をસえることができるがᴩ各年͍の各ڒ٥類型は異

なる特徴を有しておりᴩڒ٥類型別での社会᪡࠙の

構成の۰化をસえることはՋ߈にはٌ難である。

　一方ᴩ一時ཟでのڒ٥類型をᡍまえᴩそのڒ٥類

型別での社会経ຑ的࿡มを年͍ごとにસえることでᴩ

各ڒ٥類型内の社会᪡࠙の構成の۰化をસえること

がժᑤになる。本研究ではᴩこの方法を用いてᴩ各

。類型内の社会᪡࠙の構成の۰化をસえるڒ٥

ᴯᴫаᚐ研究Ɂ୥ျ

ǽ����ᇋ͢٥Ԗґ౏Ɂܿɑɝ

　社会٥Ԗ分౏はᴩ都市ሳ間に関する研究における

１つの方法として生じてきた。

　΍えばᴩSèevëyと×illiamsはᴩɬメリカ・ロ

サンʆルスを対象としᴩ「国ӯᝩ査」のፋ᜛٥Ԗ

を単ͱとした分౏を行った（Sèevëy ¦ ×illiamsᴩ

1949）。またᴩSèevëyとÂellはᴩサンフランシス

コを対象とした分౏を行った（Sèevëy ¦ Âellᴩ

1955）。

　Sèevëyらはᴩڒ٥を社会経ຑ的٥ͱ・޿஋的٥

ͱ・෢஋的٥ͱの視ཟからસえた。その上でᴩ社会

経ຑ的٥ͱに関するʠルーカラー෗လやߴ学校Ԥ業

者෗လᴩ޿஋的٥ͱに関する一ੑ࣮てͳޤ෗လやܤ

性の߿業者෗လや出生လᴩ޿஋的٥ͱに関する人種・

国籍関ᣵ指ൈを用いてᴩڒ٥の類型化を行った。

　その後ᴩ社会٥Ԗ分౏をᡍまえた上での研究も実

施されるなどᴩ௿なる展開を見せてきた。

　΍えばᴩÇreer（1956）はᴩ社会٥Ԗ分౏をᡍま

えᴩフィールドワークを実施しᴩɬーʚニズム研究

を行った。Çreerはᴩロサンʆルスを対象とした社

会٥Ԗ分౏を行いᴩその結果に基ȸきᴩ社会経ຑ的

٥ͱと෢஋的٥ͱは同程࣊だが޿஋的٥ͱの程࣊が

異なるڒ٥を೫出した。このڒ٥でフィールドワー

クを行いᴩ޿஋的٥ͱにࢃがあるڒ٥ではᴩ人ȁの

社会関Ρなどにࢃが生じていることを示した。

ǽ����ஓటにȝȤɞᇋ͢٥Ԗґ౏Ɂ߳о

　社会٥Ԗ分౏の手法はᴩ日本でも߳入された。

　΍えばᴩπ沢᣹（1986）はᴩ社会٥Ԗ分౏を用い

てᴩ東京という都市のሳ間構造のᜓ明をᝁみた。π

沢᣹はᴩ東京23Ԗの500mメッシュを単ͱとしᴩ٥

の類型化を行いᴩ1970年͍の東京のሳ間構造を明ڒ

らかにした。その結果ᴩ年ᳮ構成や޿஋構成に関す

る指ൈは同॑я構造となるのに対してᴩ社会᪡࠙に

関する指ൈはセクター࿡となることを示した。

　またᴩ社会学だけでなくᴩ٥理学といった他分野

でも社会٥Ԗ分౏を用いた分౏が行われてきた。

　΍えばᴩܝ野᪜խ（1985）はᴩ長野県の市町村を

単ͱとしてᴩ社会経ຑ指ൈに基ȸきڒ٥の類型化を

行いᴩࡾ業化や都市化にͧいڒ٥間で社会経ຑ的࿡

มにࢃが生じていることを明らかにした。

　このようにᴩڒ٥の社会経ຑ指ൈに基ȸくクラス

ター分౏を行いᴩ各ڒ٥の等᠎性に基ȸきڒ٥の分

類を行う方法はᴩ٥理学の分野では等᠎的ڒ٥Ԗ分

法と֣ばれᴩڒ٥分౏における１つのスタンダード

としてᆬ立されてきた（村山ᇑձᴩ1998）。

ǽ����ూ̱ٚɁሳ間ഫᣲ研究

　先述したπ沢᣹（1986）による「東京の社会٥

図」プロジɱクトはᴩ対象ኰٍを東京という都市か

らᴩ東京ٚという大都市ٚにછ大しᴩ「東京ٚの社

会٥図」プロジɱクトとして展開された。これらの

研究によってᴩ東京ٚのሳ間構造がસえられてきた。

　まずᴩπ沢᣹・๏ࡺᤎ人（2004）はᴩ東京ٚの市

Ԗ町村を単ͱとしᴩ1970年͍と1990年͍における東

京ٚのሳ間構造をસえた。その結果ᴩ1970年͍にお

いては東部ڒ٥の市ᚔ化のᤂれによって同॑я構造

は明ᆬ化していなかったのに対してᴩ1990年͍にお

いては市ᚔ化の᣹行や市場論理の๝ᣥによって同॑

я構造が明ᆬ化してきたことが示された。

　またᴩ൞本ϧ̝・๏ࡺᤎ人（2020）による『ಐࢃ

社会と都市ሳ間』ではᴩ東京ٚの1ëmメッシュを単

ͱとしたڒ٥の類型化が行われᴩ1990年͍と2010年

͍における東京ٚのሳ間構造がસえられた。その結

果ᴩ1990年͍から2010年͍にかけてᴩ物ํ施ᜫの集

ሥが᣹むといったᴩ外ᎅ部の構造に۰化が生じてき
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たことなどが示された（๏ࡺᤎ人ᴩ2020）。

ǽ����յ᥆ٚࢍɁሳ間ഫᣲ研究

　東京ٚの研究がᖞሥされてきた一方ᴩ大᩸ٚや名

古ٚࠎといった他の都市ٚの研究も行われている。

　΍えばᴩ๏ࡺᤎ人（2008）はᴩ各都市ٚの市Ԗ町

村を単ͱとしᴩËS法クラスター分౏を行いᴩ2000

年͍の東京ٚと大᩸ٚのሳ間構造をસえた。その結

果ᴩ東京ٚでは同॑я構造が生じているのに対してᴩ

大᩸ٚでは大᩸・京都・ᇘੑの３都市がಎとなりᴩ

東京ٚと෗ᢎして人ՠ再生ႇとࡾ業を特徴にもつ٥

。が۹くなっていることなどが示されたڒ

　またᴩܻజ᣹（2019）֐はᴩ職業᪡࠙にᅔ目しᴩ

大᩸ٚのሳ間構造の۰容をસえた。ܻజ᣹֐はᴩ大

᩸ٚの１ëmメッシュを単ͱとしᴩ1980年・1990年・

2000年の職業᪡࠙別෗လを社会٥図化しᴩ各職業᪡

࠙のሳ間分ࢎの۰容をસえた。その結果ᴩ1980年に

見られていたʥワイトカラー࠙とʠルーカラー࠙の

ͳ分化Ͽտは2000年まで続いてきた一方ᴩ1980年ࠊ

に見られていた職業᪡࠙の同॑я構造は2000年には

˪明ᅩ化してきたことなどが示された。

　一方ᴩᮤజͩ෗古（2015）はᴩ名古ٚࠎのڒ٥

メッシュを単ͱとしᴩクラスター分౏によるڒ٥の

類型化を行いᴩ1980年から2010年までの名古ٚࠎに

おけるሳ間構造の۰容をસえた。その結果ᴩ1980年

時ཟの名古ࠎ市֚ᣃと他の中ಎ都市֚ᣃではᴩ同じ

特徴をધつ社会٥Ԗがᆬ認されたのに対してᴩ2010

年時ཟではそのϿտがऍまりᴩ名古ࠎ市と他の中ಎ

都市の社会᪡࠙構成෗လが異なってきたことが示ד

された。なおᴩこうした社会᪡࠙の構成の۰化につ

いてᴩクラスター分౏で得た各ڒ٥類型の社会経ຑ

的࿡มを時ጕ列的に෗ᢎすることはՋ߈にはٌ難で

ありᴩそのϿտを示דするにとどめると述べている。

ǽ����٥ျ学にȝȤɞ᥆ٚࢍɁሳ間ഫᣲ研究

　都市ٚのሳ間構造に関する研究はᴩ٥理学などの

分野においても研究が行われてきた。

　΍えばᴩᔌ౑ᓺൗ・ߴฤ᝱（2014）はᴩこれまで

の社会٥Ԗ分౏で重要とされてきた指ൈについて社

会٥図を作成しᴩ東京23Ԗの人ՠ動態を೫᜞した。

この研究においてはᴩ東京23Ԗの500mメッシュを

単ͱとしたᴩ1980年͍から2010年͍にかけてのڒ٥

各指ൈの社会٥図が作成された。その結果ᴩ1980年

͍から2010年͍にかけてᴩ下町ڒ٥における再開発

にͧう子育て࠙のํ入などをᑔ௑にᴩ年ᳮ構成や˰

࢛構造に関するሳ間構造にセクター分ࢎが生じてき

た部分があることなどを指ଊした。

　またᴩߋ田֪ௗ・ᗵ̢正（2010）による研究にお

いてもᴩこれまでの社会٥Ԗ分౏で重要とされてき

た指ൈに基ȸいた社会٥図の作成が行われᴩ東京・

大᩸・名古ࠎという三大都市ٚのሳ間構造に関する

言及がなされている。この研究においてはᴩ1ëm

メッシュをڒ٥単ͱとしたᴩ2000年͍における各指

ൈの社会٥図が作成された。その結果ᴩ人ȁのࠊͳ

分化のϿտが示されるとともにᴩそのࠊͳ分化が٥

形などと関ᣵをધっていることが指ଊされた。

　以上のようにᴩ社会学と同റにᴩ社会٥Ԗ分౏の

手法が߳入されてきた٥理学においてᴩ近年はᴩ社

会٥Ԗ分౏から重要性が指ଊされてきた指ൈに基ȸ

いた社会٥図を作成することによってᴩڒ٥のሳ間

構造がસえられている。社会٥図を用いた研究は社

会学においても展開されてきたがᴩ特に٥形に関す

る言及が۹くなされてきたことは٥理学によるɬプ

ローチの特徴であるといえよう。

ǽ����᥆ࢍɁሳ間ഫᣲ研究

　社会٥Ԗ分౏としてはᴩ都市の内部を対象とした

研究も行われてきた。΍えばᴩࡺ野英̝（2012）はᴩ

の特性が៥ٌ対ኍへのୈધに与える影響にڒͳ٥ࠊ

ついて分౏を行うにあたりᴩࠊͳڒ٥の特性を示す

べく社会٥Ԗ分౏を行った。そこではᴩ大᩸市のߴ

を分౏単ͱとしてᴩ×ard法による᪡࠙クラスڒ٥

ター分౏を行いᴩ中॑部にߩᩌ管理職ᴩ外ᎅ部にʠ

ルーカラー࠙が集中するሳ間構造がસえられた。

　またᴩై本࣐（2004）はᴩ名古ࠎ市の学Ԗを分౏

単ͱとしᴩ年ߵ人ՠ෗လやᐍ年人ՠ෗လに基ȸきᴩ

やߵ類型を行った。その結果ᴩ都॑Ɏど人ՠນڒ٥

高ᳮ化がより早く᣹む࿡มが示された。

　加えてᴩ٥理学における研究としてもᴩࠊͳ者の

社会経ຑ的属性に基ȸいて分類されたڒ٥類型別に

ሷᄰ࿞発生ʛターンを示したものがある。そこではᴩ

ᮐ都ٚの12市Ԗのڒ٥ߴを対象とした分౏の結果ᴩ

がᆬ認された（上ࢃ類型による࿞Ꮨ発生Ͽտのڒ٥

బத̐・ൂ野公ޫ・ᅸ野ಔձᴩ2018）。
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ᴰᴫట研究Ɂകᛵ

ǽ����ట研究Ɂകᛵ

　社会٥Ԗ分౏を用いて都市ٚや都市のሳ間構造を

明らかにする研究がᖞሥされる中でᴩ年͍別にクラ

スター分౏を行いᴩ都市ٚのሳ間構造の۰容をસえ

る研究も行われてきた。一方ᴩこの社会٥Ԗ分౏の

手法を用いてᴩある一時ཟについてのڒ٥の類型化

を行いᴩそこで得たڒ٥類型内の社会経ຑ的࿡มの

۰化をસえることができればᴩ各ڒ٥類型における

社会᪡࠙の構成の۰化をસえることがժᑤになる。

　このようにᴩ社会٥Ԗ分౏とᴩ社会᪡࠙構造の時

ጕ列的な۰化に関する分౏というᴩ２つの方法をፋ

合させた新たなɬプローチによってᴩ都市ٚにおけ

る社会᪡࠙の構成の۰化をસえようとすることがᴩ

本研究におけるᝁみである。

　щ体的に述べるとᴩ1990年͍から2010年͍にかけ

てのڒ٥類型別の社会᪡࠙の構成の۰化をસえる場

合ᴩ1990年͍ʑータについて社会٥Ԗ分౏を行いᴩ

そこで得られたڒ٥類型を単ͱとしてᴩ1990年͍か

ら2010年͍までの社会経ຑ的࿡มの۰化をસえるこ

とによってᴩ1990年͍の各ڒ٥類型がその後はどの

ような۰化をᣆっていったのかをੰ૱することがժ

ᑤになる。またᴩ2010年͍ʑータについて社会٥Ԗ

分౏を行いᴩそこで得られたڒ٥類型を単ͱとしてᴩ

1990年͍から2010年͍までの社会経ຑ的࿡มの۰化

をસえることによってᴩ2010年͍の社会経ຑ的࿡ม

がどのようにして生じてきたのかをੰ૱することが

できる。

　本研究はᴩ上記のような社会٥Ԗ分౏と社会᪡࠙

構造の時ጕ列的な۰化に関する分౏をፋ合した新た

なɬプローチをᡍまえてᴩ各ڒ٥類型における社会

᪡࠙の構成の۰化をસえᴩ現時ཟでの各ڒ٥類型の

社会経ຑ的࿡มがいかにして生じてきたのかをસえ

る。またᴩ各ڒ٥類型における社会᪡࠙の構成の۰

化にͧいᴩ現時ཟでの社会経ຑ的࿡มが生じてきた

中でᴩ人ȁの所得࿡มやϧ࣐࿡態ᴩ୑ผ意ឧなどに

はどのような۰化が生じてきたのだɠうか。本研究

においてはᴩこの各ڒ٥類型における社会᪡࠙の構

成の۰化とᴩ他指ൈの۰化のᣵ関も明らかにする。

ǽ����ґ౏Ɂ஁ศ

　各ڒ٥類型における社会᪡࠙の構成の۰化をસえ

る本研究はᴩ以下の３段᪡のʑータ分౏から構成さ

れる。なおᴩ分౏にあたってᴩ東京ᮟを中॑とする

ԡव60ëmٚ内にࢼͷ学的重॑が含まれる市Ԗ町村

をᮐ都ٚに該当するڒ٥としᴩこのᮐ都ٚを分౏対

象とした。

　第１段᪡としてはᴩ2015年の市Ԗ町村ʑータを用

いた社会٥Ԗ分౏を実行しᴩ2015年時ཟにおけるᮐ

都ٚのሳ間構造を明らかにする。щ体的にはᴩ2015

年時ཟの社会経ຑ指ൈをú得ཟ化しᴩクラスター分

౏を行う。なおᴩ各ڒ٥類型の社会᪡࠙の構成の۰

化をસえる本研究においてはᴩ各自ผ体がどういっ

たڒ٥類型に該当しているのか分類するためにᴩク

ラスター分౏を行う。この際ᴩ１つの自ผ体が１つ

のڒ٥類型を形成するというクラスタリングにおけ

るᨎӛ果を緩֪することがఖまれる。そのためᴩ本

研究ではᴩ分類感࣊の高い×ard法による᪡࠙クラ

スター分౏を行いᴩڒ٥類型を得る。そしてᴩその

類型を٥図化することによってᴩᮐ都ٚのሳ間ڒ٥

構造をժ視化する。

　第２段᪡としてはᴩ第１段᪡で得られた各ڒ٥類

型における社会᪡࠙に関する࿡มの۰化をસえる。

щ体的にはᴩ第１段᪡で得られたڒ٥類型についてᴩ

類型別に該当市Ԗ町村の人ՠୣや˰࢛ୣを合᜛ڒ٥

した上でᴩ社会᪡࠙に関する社会経ຑ指ൈをአ出す

ることによってᴩ各ڒ٥類型における社会᪡࠙に関

する࿡มの۰化をસえる。

　第３段᪡としてはᴩ第２段᪡でᆬ認された各ڒ٥

類型における社会᪡࠙の構成の۰化とᴩ社会の࿡ม

の۰化をસえる。щ体的にはᴩ第１段᪡で得られた

類型別に該当市Ԗ町村の人ڒ類型についてᴩ٥ڒ٥

ՠୣや˰࢛ୣを合᜛した上でᴩ各指ൈをአ出しᴩ各

類型における所得࿡มやϧ࣐࿡態や୑кୈધとڒ٥

いった社会の࿡มの۰化をસえる。

ǽ����ట研究Ⱥႊいɞʑ˂ʉ

　本研究におけるʑータ分౏ではᴩᮐ都ٚの市Ԗ町

村を単ͱとした分౏を行う。この際ᴩ2021年１月１

日時ཟの市Ԗ町村を基ໄとしᴩ1990年10月１日以᪃

の市町村合併や単独市制などに対ख़したʑータセッ

トを作成した。これによってᴩ各市Ԗ町村における

社会経ຑ的࿡มの۰化を市町村合併などから影響を

受けずにᴩ時ጕ列での෗ᢎを行うことがժᑤになる。

なおᴩ୑͎指定都市についてはᴩ以下のように対ख़

した。΍えばᴩさいたま市は๕֪市・大޺市・与野
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市の合併により2001年に新ᜫされたためᴩ合併以前

の各Ԗʑータは入手できない。横๒市ではᴩ1994年

に᫺ᕹԖと都ኊԖが新ᜫされたためᴩ新ᜫ前のʑー

タは入手できない。1990年͍から2010年͍までの社

会᪡࠙の構成の۰化をસえる本研究ではᴩ上記の

ɻースなどに対ख़するためᴩ各Ԗではなくᴩ各୑͎

指定都市を１つの分౏単ͱとした。

　本研究のʑータ分౏で用いる指ൈについてᴩщ体

的には以下のʑータを用いる。

　人ȁの社会᪡࠙に関する指ൈとしてはᴩ「国ӯᝩ

査」（1990年ᵻ2015年）の市Ԗ町村ʑータよりአ出

した指ൈを用いる。特にᴩ1990年͍から2010年͍ま

での時ጕ列での෗ᢎをժᑤにするためᴩ当қからᝩ

査されている人ՠ・年ᳮ構成ᴩ˰࢛構造ᴩႇ業構造ᴩ

職業᪡࠙ᴩ人ȁの従業上の٥ͱに関する指ൈをᴩ本

研究では使用する。

　人ȁの所得࿡มに関する指ൈとしてはᴩ「ͳޤ・

٠٥ፋ᜛ᝩ査」（1993年ᵻ2018年）の市Ԗ町村ʑー

タからአ出したᴩ年間Ֆ入200˥яఝ຿˰࢛෗လᴩ

年間Ֆ入1000˥я以上˰࢛෗လᴩ٫ࢲ˰࢛年Ֆᴩ˰

࢛所得のジニΡୣを用いる。

　人ȁのϧ࣐࿡態に関する指ൈとしてはᴩՀ生әЄ

ᅁが発表している「市Ԗ町村別生֤表」（2000年ᵻ

2015年）ʑータにおける႒性の֤ߧ٫ࢲとܤ性のࢲ

を用いる。2000年以᪃のʑータを用いている֤ߧ٫

のはᴩՀ生әЄᅁによる「市Ԗ町村別生֤表」の作

成が2000年から開ܿされたためである。

　人ȁの୑ผ意ឧに関する指ൈとしてはᴩ総өᅁ

が発表している「ᚏ議院議員総選挙・最高ᚹҜ所

ᚹҜޮ国෢審査 ᣱ報結果」（2012年ᴩ2014年ᴩ2017

年）および「参議院議員通常選挙 ᣱ報結果」（2010

年ᴩ2013年ᴩ2016年ᴩ2019年）の市Ԗ町村ʑータか

らአ出したᴩ෗΍͍表における自ႏ෢˿кの得ᇝ෗

လを用いる。2012年のᚏ院選によって୑権与кへे

帰した自ႏ෢˿кはᴩ2021年時ཟでも୑権を担って

いる。本研究においてはᴩ上記のʑータを用いるこ

とによってᴩ（当時の）෢˿кが୑権̬͍を実現しᴩ

自ႏ෢˿кが下野して以᪃のᴩ人ȁの୑кୈધの۰

化をસえることがժᑤになる。

ᴱᴫґ౏Ɂፀ౓

ǽࢳ��������஽ཟɁᮐ᥆ٚɁሳ間ഫᣲ

　本研究におけるʑータ分౏の第１段᪡としてᴩ

2015年のᮐ都ٚの市Ԗ町村ʑータを用いて社会٥Ԗ

分౏を実行する。この社会٥Ԗ分౏におけるクラス

ター分౏を実行するにあたってはᴩ۰ୣをϡりなく

選੻することが重要である。先行研究ではᴩクラス

ター分౏で用いる۰ୣについてᴩ۰ୣのクラスター

分౏の結果やᴩ۰ୣ間の相関Ρୣなどをᡍまえてᴩ

ϡりのない۰ୣの選੻を実現している（๏ࡺᤎ人ᴩ

2008）。本研究においてもᴩ上記のようにᴩ۰ୣの

クラスター分౏とᴩ۰ୣ間の相関Ρୣに基ȸきᴩ使

用する۰ୣを選出する。

　まずᴩ「国ӯᝩ査」ʑータからᴩ人ՠ・年ᳮ構成ᴩ

˰࢛構造ᴩႇ業構造ᴩ職業᪡࠙ᴩ人ȁの従業上の٥

ͱに関する20۰ୣをአ出しᴩ۰ୣのクラスター分౏

を行った。×ard法による᪡࠙クラスター分౏の結

果ᴩ20۰ୣは３つのクラスターに分類された。щ体

的に述べるとᴩ第１クラスターにはʥワイトカラー

෗လᴩグレーカラー෗လᴩम員෗လといったノンマ

ニュɬル職業などに関する７۰ୣが分類された。第

２クラスターには第一次・第̝次ႇ業従̜者෗လᴩ

ʠルーカラー෗လといったマニュɬル職業などに関

する６۰ୣが分類された。第３クラスターにはಎ޿

஋˰࢛෗လᴩ年ߵ人ՠ෗လといった子育て࠙などに

関する７۰ୣが分類された。

　この各クラスターに該当する۰ୣについて相関行

列を作成しᴩ最も相関ΡୣがͲくなる組み合わせを

઄出する。この組み合わせを構成する２۰ୣを૗用

しᴩ合᜛６۰ୣをクラスター分౏における۰ୣとし

て使用した。これによってᴩϡりのない۰ୣの選੻

が実現された。

　上記の手ᬲによって選出されᴩクラスター分౏で

用いられることになった６۰ୣはᴩ以下の通りであ

る。第１クラスターからはᴩ៧ۨ職やサーʝス職に

従̜するグレーカラー従̜者ୣを߿業者総ୣでҾる

ことでአ出される「グレーカラー෗လ」ᴩ外国人人

ՠୣを人ՠ総ୣでҾることでአ出される「外国人人

ՠ෗လ」が選出された。なおᴩ2۰ୣの相関Ρୣは

0®106となった。第２クラスターからはᴩᦻ業・࣮

ᜫ業・ᛏ造業という第̝次ႇ業に従̜する第̝次ႇ

業従̜者෗လを߿業者総ୣでҾることでአ出され

る「第̝次ႇ業従̜者෗လ」ᴩ自営業者ୣを߿業者

総ୣでҾることでአ出される「自営業者෗လ」が選

出された。なおᴩ２۰ୣの相関Ρୣは0®090となった。

第３クラスターからはᴩ15දఝ຿の年ߵ人ՠୣを
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人ՠ総ୣでҾることでአ出される「年ߵ人ՠ෗လ」ᴩ

のみ˰࢛ୣを˰࢛総ୣでҾることでአ出されるݤ܁

が選出された。なおᴩ２۰ୣ「のみ˰࢛෗လݤ܁」

の相関Ρୣは0®044となった。

　なおᴩ近年はᴩوኌ˪϶やᝩ査ᇝのఝوՖなどを

ᑔ௑にᴩ「国ӯᝩ査」における「˪ᝊ」該当者ୣが

˰加している。こうした࿡มのためᴩ人ՠ総ୣやۄ

࢛総ୣを報告されたୣ値のまま用いることは時ጕ列

෗ᢎでの᪩޼を生じさせうる。本研究では「˪ᝊ」

や「分類˪ᑤ」を᪍外した上でᴩ人ՠ総ୣや˰࢛総

ୣᴩ各指ൈをአ出しᴩ上記の᪩޼に対ख़した。

　上記の６۰ୣを用いてᴩ社会٥Ԗ分౏を実行した。

щ体的にはᴩú得ཟ化した６۰ୣを用いてᴩ×ard

法による᪡࠙クラスター分౏を実行した。本研究で

はᴩ１つの自ผ体が１つのڒ٥類型を形成するクラ

スタリングにおけるᨎӛ果を緩֪することやᴩマ

ニュɬル職業およびノンマニュɬル職業の従̜者や

子育て࠙の۹ߕに関する特徴が明ᆬに示されること

を基ໄとしᴩ得られたʑンドログラムをᡍまえた上

でᴩ2015年のᮐ都ٚの各市Ԗ町村はᴩ４クラスター

に分類された。この社会٥Ԗ分౏によって得られた

類型を٥図に示すことでᴩ2015年時ཟのᮐ都ٚڒ٥

のሳ間構造をժ視化したものがᴩ図１である。

　各ڒ٥類型の社会経ຑ的࿡มをੰ૱するためにᴩ

「国ӯᝩ査」（2015年）ʑータからአ出した先述の20

۰ୣについてᴩڒ٥類型ごとに٫ࢲ値をአ出した。

その結果をᡍまえながらᴩڒ٥類型の特徴を示す。

　ᮐ都ٚの中॑にͱ置するڒ٥類型は「中央部ڒ٥」

である。このڒ٥はᴩ第三次ႇ業従̜者やʥワイト

カラー࠙ᴩグレーカラー࠙が഍めて۹い。外国人人

ՠ෗လや単独˰࢛෗လᴩम員෗လも高い。

　「中央部ڒ٥」の֚りにͱ置するのが人ՠ再生ႇ

を特徴とするڒ٥でありᴩより内ϫにみられるڒ٥

類型が「人ՠ再生ႇ（第三次ႇ業従̜者集中）ڒ٥」

である。ಎ޿஋˰࢛が۹くᴩݤ܁と子供から成る˰

࢛も۹いという人ՠ再生ႇを特徴としつつᴩ第三次

ႇ業従̜者やʥワイトカラー࠙ᴩグレーカラー࠙が

۹くなっている。

　人ՠ再生ႇを特徴とするڒ٥のうち外ϫにͱ置し

ているڒ٥類型が「人ՠ再生ႇ（第̝次ႇ業従̜者

集中）ڒ٥」である。ಎ޿஋˰࢛が۹くᴩݤ܁と子

供から成る˰࢛も۹いという人ՠ再生ႇを特徴とし

つつᴩ第̝次ႇ業従̜者やʠルーカラー࠙が۹い。

　ᮐ都ٚの外ᎅ部にͱ置するڒ٥類型は「外֚部٥

はᴩ第一次ႇ業と第̝次ႇ業ڒである。この٥「ڒ

の従̜者やᴩʠルーカラー࠙が഍めて۹い。ᐍ年人

ՠ෗လも自営業者෗လも高くなっている。

　以上のようにᴩ2015年時ཟのᮐ都ٚのሳ間構造は

കね同॑я構造となっておりᴩ各ڒ٥類型がρȁの

社会経ຑ的な特徴を有していることがᆬ認された。

ǽ����յڒ٥᭒ټにȝȤɞᇋ͢᪡࠙Ɂഫ਽Ɂ۰ԇ

　第１段᪡での分౏ではᴩ2015年時ཟのᮐ都ٚのሳ

間構造が示された。ここで得た各ڒ٥類型についてᴩ

図１：2015年時ཟでのᮐ都ٚのሳ間構造
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ʑータをᤖ及しᴩ社会᪡࠙の構成の۰化をસえる。

ここでは先述した20۰ୣを中॑に各ڒ٥類型の社会

経ຑ指ൈをአ出しᴩグラフを作成した。

　図２はᴩ各ڒ٥類型の人ՠに関する指ൈの۰化を

સえたものである。人ՠ動態に関する人ՠۄນလを

ᆬ認するとᴩ外֚部ڒ٥は2000年͍から人ՠນߵに

転じている。一方ᴩ2000年͍以᪃ᴩ中央部ڒ٥は人

ՠۄ加に転じている。これについては都॑و帰現象

によって生じた۰動と考えられる。近年のグローʚ

ル化の中での外国人人ՠ෗လについてᴩ中央部ڒ٥

はᴩ2015年時ཟではその෗လの高さが目立つがᴩこ

のϿտは1990年͍から続いている。特にᴩ2000年͍

からは特に෗လが上஡しᴩそのϿտがऐまっている。

なおᴩ外֚部ڒ٥の෗လは2000年͍に大きく上஡し

たがᴩこれは外国人人ՠが大きく۰動しなかったの

に対してᴩ日本人人ՠが大きくນߵしたために෗လ

が上஡したことによると考えられる。

　図３はᴩ各ڒ٥類型の年ᳮ構成の۰化をસえたも

のである。全ڒ的なߵ子高ᳮ化の中でᴩ外֚部ڒ٥

と中央部ڒ٥の特徴が۰化してきたとわかる。中央

部ڒ٥はߵ子化の中でも2000年͍以᪃は年ߵ人ՠ෗

လの値を፟ધしᴩ一方で高ᳮ者が۹いという特徴は

はᴩ高ᳮ者が۹いという特徴ڒわれた。外֚部٥܅

が1990年͍からፕ続して見られる中でᴩ1990年͍は

人ՠ再生ႇڒ٥とともに年ߵ人ՠも۹かったがᴩߵ

子高ᳮ化の加ᣱによってその特徴が܅われてきた。

　図４はᴩ各ڒ٥類型の˰࢛構造の۰化をસえたも

のである。全ڒ的なಎ޿஋˰࢛のນߵと単独˰࢛の

˰類型の値は推ሉしてきた。単独ڒ加の中で各٥ۄ

࢛෗လは中央部ڒ٥が高くᴩ外֚部ڒ٥がͲいとい

うϿտが続く。この外֚部ڒ٥は全ڒ的なಎ޿஋˰

࢛のນߵの中でᴩ˰࢛総ୣ自体がນߵしていること

もありᴩಎ޿஋˰࢛の෗လとしては値をίっている。

一方ᴩ࿡มが۰化してきたのがᴩ子育て࠙の動տで

ある。６දఝ຿ᜆ஋のいる˰࢛෗လはᴩ1990年͍に

は外֚部ڒ٥が高くᴩ中央部ڒ٥がͲかった。しか

しᴩ2010年͍になるとᴩ人ՠ再生ႇڒ٥の値を外֚

部ڒ٥の値は下وりᴩߵ子化の中で෗လを፟ધした

中央部ڒ٥とのࢃはɎɏなくなった。

　図５はᴩ各ڒ٥類型のႇ業構造の۰化をસえたも

のである。ႇ業構造に関しては第̝次ႇ業従̜者の

ນߵと第三次ႇ業従̜者のۄ加という全ڒ的なϿտ

の中でᴩ各ڒ٥類型の特徴に大きな۰化はない。中

央部ڒ٥は第三次ႇ業ᴩ外֚部ڒ٥は第一次ႇ業・

第̝次ႇ業の従̜者෗လが最も高くᴩ人ՠ再生ႇを

特徴とするڒ٥のうち人ՠ再生ႇ（第三次ႇ業従̜

者集中）ڒ٥は第三次ႇ業ᴩ人ՠ再生ႇ（第̝次ႇ

業従̜者集中）ڒ٥は第̝次ႇ業の従̜者෗လが高

いといったϿտはᴩ1990年͍から一៩している。

　図６はᴩ各ڒ٥類型の職業᪡࠙の۰化をસえたも

のである。これについてはᴩ中央部ڒ٥のધつ特徴

がいつ᭎٣化してきたのかということが明ᄌに示さ

れている。2015年時ཟで最もʥワイトカラー෗လが

高い中央部ڒ٥であるがᴩその特徴は1990年͍には

᭎٣化していなかった。中央部ڒ٥のʥワイトカ

ラー෗လはᴩ都॑و帰によって人ՠۄ加に転じた

2000年͍以᪃から大ࢥに上஡しᴩ2000年͍からʥワ

イトカラー࠙の集中が目立つڒ٥としての特徴が᭎

٣化してきた。なおᴩ外֚部ڒ٥にはʠルーカラー

࠙が۹くᴩ人ՠ再生ႇڒ٥のうち人ՠ再生ႇ（第三

次ႇ業従̜者集中）ڒ٥はʥワイトカラー࠙とグ

レーカラー࠙がᴩ人ՠ再生ႇ（第̝次ႇ業従̜者

集中）ڒ٥はʠルーカラー࠙が۹いというϿտはᴩ

1990年͍から続いている。

　図７はᴩ各ڒ٥類型における人ȁの従業上の٥ͱ

の۰化をસえたものである。これについてはᴩ1990

年͍から2010年͍にかけてᴩ各ڒ٥類型の特徴に大

きな۰化は生じてこなかったことがᆬ認される。外

֚部ڒ٥の自営業者෗လは高くᴩᫀ用者෗လとम員

෗လがͲい。中央部ڒ٥はᫀ用者෗လがͲくᴩ自営

業者෗လもある程࣊高い。人ՠ再生ႇڒ٥はᫀ用者

෗လが高くᴩ自営業者෗လはͲい。このようなϿտ

は1990年͍から続いておりᴩ2015年時ཟで見られる

従業上のڒ٥に関する各ڒ٥類型の特徴はᴩ1990年

͍から見られていたϿտがፕ続することによって生

じてきたことが示דされる。

　以上のようにᴩ本ኮではᴩ第１段᪡の社会٥Ԗ分

౏で得た各ڒ٥類型についてᴩその社会᪡࠙の構成

の۰化をસえた。その結果ᴩどのような۰化を経験

しながらᴩ2015年時ཟの各ڒ٥類型における社会経

ຑ的࿡มは生じてきたのかということが示された。

これはڒ٥をፋ一しᴩʑータをᤖ及することによっ

てસえることがժᑤになった知見ともいえる。
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図２：各ڒ٥類型における人ՠの۰化

図３：各ڒ٥類型における年ᳮ構成の۰化

図４：各ڒ٥類型における˰࢛構造の۰化



－ 53 －

人間科学研究　第34巻第２号　45－57（2021）ڒ٥類型別にみた社会᪡࠙の構成の۰化―ᮐ都ٚを対象とした社会٥Ԗ分౏をᡍまえて―

図５：各ڒ٥類型におけるႇ業構造の۰化

図６：各ڒ٥類型における職業᪡࠙の۰化

図７：各ڒ٥類型における従業上の٥ͱの۰化
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ǽ����յڒ٥᭒ټにȝȤɞᇋ͢Ɂ࿡มɁ۰ԇ

　第２段᪡の分౏ではᴩ各ڒ٥類型における社会᪡

࠙の構成がどう۰化してきたのかが示された。この

۰化とともにᴩ社会にはどのような۰化が生じてき

たのだɠうか。ここではᴩ人ȁの所得࿡มᴩϧ࣐࿡態ᴩ

୑кୈધという観ཟからᴩ各ڒ٥類型がどういった

۰化を経験してきたのかを明らかにする。

　図８はᴩ各ڒ٥類型における所得᪡࠙の۰化をસ

えたものである。年間Ֆ入200˥яఝ຿˰࢛෗လが

示すͲ所得࠙についてはᴩ1990年͍には中央部ڒ٥

にͲ所得࠙が۹かったのに対してᴩ他のڒ٥類型に

おけるͲ所得࠙のۄ加の中でᴩその特徴はऍまった。

一方ᴩ外֚部ڒ٥は1990年͍以᪃のͲ所得࠙のۄ加

によってᴩ2010年͍には最も෗လの高いڒ٥類型と

なっている。年間Ֆ入1000˥я以上˰࢛෗လが示す

高所得࠙についてはᴩ۹くのڒ٥類型で෗လがͲ下

したのに対しᴩ中央部ڒ٥は値を፟ધしᴩ高所得࠙

集中ڒ٥としての特徴が᭎٣化してきた。

　図９はᴩ各ڒ٥類型における人ȁの所得࿡มの۰

化をસえたものである。1990年͍から2010年͍にか

けて中央部ڒ٥はᴩͲ所得࠙集中ڒ٥としての特徴

を܅いᴩ高所得࠙集中ڒ٥としての特徴をऐめてき

た。それによってᴩ全ڒ的な所得෩ໄのͲ下の中でᴩ

の所得෩ໄは相対的ڒ年Ֆが示す中央部٥࢛˰٫ࢲ

に高くなりᴩ2010年͍には高所得෩ໄڒ٥としての

特徴を࢛び出している。またᴩ経ຑ的ಐࢃの大きさ

を示す˰࢛年ՖのジニΡୣの推ሉをᆬ認するとᴩ中

央部ڒ٥の値が高いという࿡態が続いている。所得

᪡࠙の۰化が生じている中央部ڒ٥であるがᴩ経ຑ

的ಐࢃはᮐ都ٚにおいて最も大きい࿡มが続いてい

るのである。一方ᴩ他のڒ٥類型についてはᴩ1990

年͍から2010年͍にかけて値がകね上஡している。

このཟについてはᴩ1990年͍においてはಐࢃがそれ

Ɏど大きくなかったڒ٥でもᴩ2010年͍にかけて経

ຑ的ಐࢃがછ大してきたというᴩ所得࿡มの۰化が

ᆬ認されたといえる。

図８：各ڒ٥類型における所得᪡࠙の۰化

図９：各ڒ٥類型における所得࿡มの۰化
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　図10はᴩ2000年͍から2010年͍にかけてᴩ各ڒ٥

類型における人ȁのϧ࣐࿡態の۰化をસえたもので

ある。႒性の֤ߧ٫ࢲはᴩ全ڒ的なͩ長の中でᴩ人

ՠ再生ႇ（第三次ႇ業従̜者集中）ڒ٥の値が高くᴩ

外֚部ڒ٥の値がͲいという࿡มが続く。ܤ性のࢲ

的なͩ長の中でᴩ人ՠ再生ႇ（第三ڒもᴩ全֤ߧ٫

次ႇ業従̜者集中）ڒ٥の値が高くᴩ外֚部ڒ٥の

値がͲい。またᴩ中央部ڒ٥はᴩ他のڒ٥類型と෗

ᢎしてᴩ2000年͍以᪃ᴩܤ性の֤ߧ٫ࢲがよりͩ長

していることもᆬ認できる。

　図11はᴩ2010年͍にかけての各ڒ٥類型における

人ȁの୑кୈધに関する指ൈとして෗΍Ԗにおける

自ႏ෢˿кの得ᇝ෗လの۰化をસえたものである。

特にᴩ外֚部ڒ٥が高い値を記録している。

　以上のようにᴩ社会᪡࠙の構成の۰化の中で所得

᪡࠙は۰化しᴩ所得෩ໄや経ຑ的ಐࢃの大きさと

いった所得࿡มにも۰化が生じたことがᆬ認された。

　ϧ࣐࿡態についてはᴩ全ڒ的な֤ߧ٫ࢲのͩ長の

中でᴩͲ所得࠙がນߵしᴩ高所得࠙がۄ加した中央

部ڒ٥のܤ性の֤ߧ٫ࢲがよりͩ長するなどᴩϧ࣐

࿡態の۰化がᆬ認された。

　そしてᴩ୑кୈધについてはᴩ外֚部ڒ٥におけ

る自ႏ෢˿кの得ᇝ෗လの高さがᆬ認された。なおᴩ

この得ᇝ෗လは相対得ᇝလともいわれᴩ投ᇝ総ୣに

Ԭめる得ᇝୣのҾ合でありᴩ投ᇝလから影響を受け

うる。一方ᴩ୑кୈધの規ൌを示す指ൈにはᴩ有権

者総ୣにԬめる得ᇝୣのҾ合というፏ対得ᇝလもあ

る。自෢кのፏ対得ᇝလをڒ٥類型別にአ出するとᴩ

相対得ᇝလと同റのϿտがᆬ認された。ᚏ院選は他

のڒ٥類型が17¥前後であるのに対してᴩ外֚部٥

は2014年が21®2¥ᴩ2017年が19®2¥と最も高くなっڒ

た。参院選でもᴩ外֚部ڒ٥はᴩ2013年は18®7¥ᴩ

2016年は21®5¥ᴩ2019年は18®3¥とᴩ他のڒ٥類型

よりも高い値を記録した。

図10：各ڒ٥類型におけるϧ࣐࿡態の۰化

図11：各ڒ٥類型における୑кୈધの۰化
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ᴲᴫᐎߔ

　本研究ではᴩ一時ཟの都市ٚのሳ間構造をસえᴩ

各ڒ٥類型を単ͱとしてʑータをᤖ及しᴩڒ٥内の

社会᪡࠙の構成の۰化をસえた。つまりᴩ社会٥Ԗ

分౏とᴩ社会᪡࠙構造の時ጕ列的な۰化に関する分

౏をፋ合しᴩ社会᪡࠙の構成の۰化をસえてきた。

　前ቛではその実ᡇとして分౏結果を示した。本ቛ

ではᴩそれらをᡍまえᴩ得られた知見をまとめる。

　ᮐ都ٚのሳ間構造はᴩ2015年時ཟでもകね同॑я

構造となっていた。都市機ᑤの集中する中央部に

サーʝス業をはじめとする第三次ႇ業従̜者やᴩ管

理職等を含むʥワイトカラー࠙が集ሥする。その֚

ٍに人ՠ再生ႇを特徴とするڒ٥ᴩ外ᎅ部に非第三

次ႇ業従̜者が۹くᴩ高ᳮ化が຅ҩなڒ٥がある。

　2015年時ཟのሳ間構造が生じてきたᑔ௑にあるも

のとしてはᴩ˿に以下の２ཟがあȥられる。

　まずᴩ都॑の子育てሳ間化がある。全ڒ的なߵ子

高ᳮ化の中でᴩ年ߵ人ՠ෗လといった子育て࠙に関

する指ൈ値はͲ下してきた。近年ᴩ都॑では再開発

が᣹みᴩ利Π性を෰め子育て࠙がํ入しᴩ子育ての

場が᤻外から都॑へシフトした。そしてᴩ᤻外の人

ՠ再生ႇを特徴とするڒ٥とᴩ都॑を含む中央部٥

。してきたߴ᎔はࢃの子育て࠙に関する指ൈ値のڒ

　なおᴩ子育て࠙の都॑ํ入にͧいᴩ各ڒ٥類型の

年ᳮ構成ᴩ特に高ᳮ者のҾ合に۰化が生じた。ᔌ年

࠙がํ入した中央部ڒ٥は高ᳮ者が۹いという特徴

を܅ったのに対してᴩ人ՠ再生ႇという特徴を܅っ

た外֚部ڒ٥は高ᳮ者が۹いという特徴が᭎٣化し

た。外ᎅ部では高ᳮ化が຅ҩであるという2015年時

ཟでの࿡มはᴩこのような都॑の子育てሳ間化の反

動として生じてきたものともいえる。

　次にᴩ都॑におけるジɱントリフィɻーシʱンが

ある。1990年͍から2010年͍にかけてᴩグローʚル

化の中で外国人人ՠをより受容した中央部ڒ٥ではᴩ

都॑再開発にͧい都॑و帰といわれる人ՠۄ加が生

じᴩ職業᪡࠙の面ではᴩʠルーカラー࠙がນߵしᴩ

ʥワイトカラー࠙が著しくۄ加した。このジɱント

リフィɻーシʱンによってᴩ同ڒ٥におけるʥワイ

トカラーのТͱϿտが明ᆬになった。

　こうした各ڒ٥類型における社会᪡࠙の構成の۰

化と他指ൈとのᣵ関についてもᴩ分౏を行った。

　職業᪡࠙の۰化が生じた中央部ڒ٥ではᴩ所得᪡

࠙の۰化が生じᴩ所得෩ໄが相対的に上஡した。所

得ಐࢃについてᴩ中央部ڒ٥におけるಐࢃの大きさ

が目立つ中でᴩ他ڒ٥でもಐࢃがછ大した。中央部

は子育て࠙などの人ՠํ入があったのに対しᴩڒ٥

他ڒ٥ではその動きは活発ではなくᴩ高ᳮ化がより

᣹行したことがᑔ௑にある。高ᳮ化がより᣹行した

ࢶ原ࢲ）はછ大するϿտにあるࢃɎどᴩ所得ಐڒ٥

ᢚᴩ2021）中でᴩ高ᳮ化が᣹展したڒ٥類型におい

ては経ຑ的ಐࢃがよりછ大してきたのであɠう。

　人ȁのϧ࣐࿡態についてはᴩ2000年͍から2010年

͍にかけてᴩܤ性の֤ߧ٫ࢲが中央部ڒ٥でより上

஡した。高所得࠙がۄ加しᴩ所得෩ໄが上஡した٥

ܤは長くなりᴩそのϿտは֤ߧ٫ࢲɎどᴩ人ȁのڒ

性の方がऐく見られる（ࢲ原ࢶᢚᴩ2021）中でᴩ職

業᪡࠙の۰化にͧう所得᪡࠙の۰化および所得෩ໄ

の上஡をᤎ成した中央部ڒ٥においてはᴩܤ性のࢲ

。がより上஡したと考えられる֤ߧ٫

　人ȁの୑кୈધについてはᴩ高ᳮ者が۹い外ᎅ部

ではᴩ自ႏ෢˿кの得ᇝ෗လが現٣も高いことが

示された。近年もᴩ年ᳮが高い人Ɏど自෢кのୈ

ધလが高いというϿտはර存している（ዢ田ࢶःᴩ

2018）。そのϿտが都市ሳ間に投影されᴩ外ᎅ部の

得ᇝ෗လの高さが目立つようになっていると言える。

　なおᴩ都॑におけるジɱントリフィɻーシʱンと

都市୑ผの関ᣵについてᴩ大᩸における大᩸፟新の

会へのୈધに関する研究がある。そこではᴩ都॑の

人ՠํ動化を担う࠙が大᩸፟新の会をୈધするϿտ

が示された（˽山真央ᴩ2019）。一方ᴩᮐ都ٚを対

象とした本研究ではᴩ都॑における自෢кୈધの۰

化はᆬ認されなかった。高所得࠙がۄ加する都॑で

自෢кୈધがછ大していないᑔ௑にはᴩ都॑の子育

てሳ間化があるとも考えられる。高ᳮ者が۹い外ᎅ

部で自෢кୈધのϿտが見られる一方ᴩ子育てሳ間

化にͧい高ᳮ者が෗ᢎ的ߵなくなった都॑ではᴩ自

෢кୈધはそれɎどછ大しなかったと考えられる。

　以上のようにᴩ一時ཟの社会٥Ԗ分౏をᡍまえᴩ

各ڒ٥類型の社会経ຑ的࿡มの۰化を፤Ꮳした本研

究ではᴩこれまでՋ߈にはસえ難かったڒ٥内の社

会᪡࠙の構成の۰化をસえた。ڒ٥内の۰動をસえ

る手法としてᴩ１つの有用性を示すともにᴩこの手

法とᴩ年͍ごとのクラスター分౏から得たሳ間構造

の۰容を併せて考えることでᴩ都市ٚのሳ間構造は

よりᝊ細に分౏されていくことになると考えられる。
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